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第1章　 緒 言

健康家兎骨髄及び健康人骨髄の被覆培養法による

単球の所見は第1編 に於て詳述したが,培 養後24時

間を経過すると原組織周辺より繊維芽細胞が次で組

織球が出現して くる.

単球とこれらの細胞との関係については,現 今ま

で単球の発生学的研究や網状内皮系の研究に於いて

種々の異論があり,各 々の細胞間の化生について論

ぜ られている.即 ちBloom10)は 単球より組織球に

変化する事を, Maximow67)は 単球より組織球に更

に繊維芽細胞 に変 化する事を, Mollendorff71) 72) 73)

一派は繊維芽細胞より単球となり単球より組織球に

なる事を認あ, Seemann98)は 組 織球 には組織固有

のものと単球から変化したものがあると述べている.

又Carrelu Eheling13) 14)は 単球 及び組織球より繊

維芽細胞に,繊 維芽細胞より組織球に変ることを,

 Lewis & Lewis64) 65)は単球が組 織球乃至食喰細胞

に変 じ更に巨大細胞にも変る事を観察している.本

邦に於ても関96)は 細網 細胞より単球 ・組織球に又

繊維芽細胞が炎症時に於いて突起を退縮 さして単球

・組織球に変ると述べてい るが,天 野3) 5)は 単球系

の独立を主張し,単 球 と組織球 ・繊維芽細胞とは相

互に移行しないとしている.

然しとにか く以上 の如 く組織球 ・繊維芽細胞は

古来単球と非常に密接な関係があるとされ,少 くと

も単球類縁関係の細胞と目した学者が多い.依 つて

第1. 2編 に於いて単球系の検索を骨髄及び未梢血

の体外組織培養によつて行つて来たので,本 編に於

いては家兎骨髄被覆培養によつて出現するこれ らの
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細胞の生態観察,貪 喰能及び生体染色,培 養組織の

固定染色所見より,そ れぞれの細胞の形態学的 ・機

能的特徴を明らかにし,相 互に化生の有無を検索せ

んとした.

第2章　 実験材料及び実験方法

第1節　 健康家兎骨髄被覆培養

第1編 に於て詳述した如く,培 養組織として幼若

健康家兎大腿骨骨髄を細片としたものを用い,培 地

支持体は健康家兎ヘパ リン加血漿を,発 育促進物質

として家鶏胎児圧搾液を用いて被覆培養法を施行し,

培養時間毎に取出し37.0℃ 顕 微鏡加温装置内で鏡

検し培養経過及び生態所見の観察を行つた.

第2節　 生体染色

教室田村の方法に準じて施行 した.即 ち培養時に

中性赤及びヤーヌス緑を添加 したのでは,本 編の細

胞観察の如 く少 くとも24時間以後の観察に於ては培

地自体が色素に染り細胞所見も十分に見 られないの

で,培 養時間毎に被覆硝子をはが し0.05%中 性赤及

び0.005%ヤ ーヌス緑を培養 組織上に適下し再びパ

ラフィンにて十分に封じてか ら37.0℃ に保ち鏡検

した.

第3節　 墨汁及び リチオンカルミン注射家

兎骨髄

健康家兎耳静脈よりリチオンカルミン2.5%の も

のを体重1kg当 り3.8ccの 割で7日 間毎 日注射

し,最 後の注射より3時 間後に大腿骨髄を取出し被

覆培養を行 う.

健康家兎耳静脈より,稀 釈 ・濾過滅菌せる墨汁を

体重1kg当 り7ccの 割で3～7日 間毎 日注射し,

最後の注射より3時 間後に大腿骨髄を取出し被覆培

養を行 う.

培養後時間の経過と共に出現せる細胞について墨

粒貪喰及び リチオンカル ミン染色を観察 した.

第4節　 固定並びに染色

培養標本を時間毎に取出して被覆硝子をはがし,

 Zenker-Alkohol氷 酷液又はBouin氏 液にて固定し,

ギムザ染色を施行し鏡検 した.(此 の方法は第1編

にて詳述した.)

第3章　 実 験 成 績

第1節　 出現せ る細胞の種類及び時間的関

係

培養後略々24時間を過ぎると原組織より増生帯に

向つて大なる紡錘形の細胞即ち繊維芽細胞の 一部が

出現してくる.時 間の経過と共にその数は増し原組

織全周より放射状に増生帯に向つて増殖して くる.

培養後36時 間目頃より原組織のす ぐ周辺で繊維芽細

胞の間に主 として類円形なるも種々の型をした組織

球が出現する.然 し尚極 く少数にしか認め られない.

培養後3～4日 になると繊維芽細胞の放射状の配

列増殖は盛とな り,原 組織周辺部の薄 くなつた所で

は繊維芽細胞が原組織像に沿つて平行に並んでいる

のと又直角方向に並んでいるのが見 られる.増 生帯

に出た繊維芽細胞は互に樹枝状に吻合しているのが

認められる.又 組織球の出現 も著明となりその数も

増加する.培 養後6日 になると繊維芽細胞の増殖も

略々停止し, 9日 目以後には漸次崩壊像をとる.

尚,単 球は第1編 に記載の如 く24時間以後は次第

に衰え, 48時 間以後は漸次崩壊するが, 9日 目に於

ても尚,少 数の単球が組織球 ・繊維芽細胞の間にみ

られ,そ の中には運動型も認められる.

第2節　 生態観察

第1項　 単 球

第1編 記載の如 く細胞全周より旗状偽足を出して,

 D型 運動をなし, 48時 間以後は漸次崩壊像をとる.

第2項　 繊維芽細胞

細胞の大さは血液細胞に比し遙かに大きく個々の

大 さは不定であるが,細 胞の中央はふ くらみ両尖端

は次第に細 くなり定型的な紡錘型を呈する.尖 端の

細 くなつた部分は一方は原組織に向い,一 方は増生

帯周辺部に向い,多 くのものは尖端は1条 であるが

分岐をもつて2条 或は3条 となつているのも認めら

れ,他 の繊維芽細胞と樹枝状に交錯吻合しているの

が認められ る.細 胞膜は透光性が強い為明瞭にみら

れない場合が多 く,顆 粒によつて細胞型を形造つて

いる感 じである.核 は胞体の中心部の細胞膨大部に

見 られ楕円形を呈 し,核 膜は薄 く非常に明るくみえ

る.胞 体顆粒は光をよく反射する明 るい感じで,大

小不同な く中等大,均 質性で胞体内に一層に並んで

重 り合う事な く,核 周は疎であるが他の部には密に

並んでおり,細 胞尖端の細い部分迄十分につまり一

列に並んでいる.顆 粒の胞体内運動や流動は認めら

れない.(第1図)

細胞運動や変形は短時間内に於ては全 く認められ

ないが, 2～3日 の間隔で同じ細胞を鏡検すると多

少の変形,位 置移動が認められ る.
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第1図　 繊 維 芽 細 胞

第3項　 組織球様細胞

1. 組織球

一般に大型であるが,か なり大きいものから小さ

いものまであり且つ多形性を示すが類円形を呈する

ものが多い.細 胞膜は明らかでな く胞体内には微細

顆粒が充満している感じで,顆 粒はやゝ黒 く見え胞

体内が汚れているように感 じられる.核 は胞体の略

々中央に位置しているか或は僅かに偏在し,顆 粒の

たあ核膜は明かでなく核のある所は顆粒が少いため

にやゝ明るく見える.顆 粒は微細顆粒の他に大顆粒,

中等大顆粒の大小不同がみられ,互 に重り合い入り

混り,胞 体内には赤血球や崩壊せる白血球の貪喰が

認められる事 もある.

運動及び変形は活溌ではないが認められ,特 徴と

するところは細胞全周より触手状,棘 状の偽足を盛

に出没さしていることである.偽 足運動の盛な時は

細胞全周より密に触手状棘状突起を出没させ,衰 え

て くると数ケ所より出波さしているのがみられる.

しかし単球様の旗状偽足は認められない.

尚組織球胞体が菱形 ・紡錘形をとれる場合には偽

足形成が認めがたく,大 小不同の光をよく反射する

中等大顆粒がある.(第2図)

第2図　 組 織 球

2. 内皮細胞,細 網細胞,そ の他

繊維芽細胞,組 織球の他に出現せる細胞は非常に

稀で,全 く顆粒のない透明感が強い細胞で胞体に凹

凸のあるもの,繊 維芽細胞様の顆粒を有し好中球に
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類似した遊走をするもの,組 織球と同様の外観を呈

しやゝ小型で偽足出没の全くないもの等が稀に見 ら

れ,細 網細胞乃至内皮細胞の範疇に属するものと思

われたが,数 が少 く細胞種を決定するに至 らなかつ

た.

第2節　 生体染色

繊維芽細胞は中性赤添加後1時 間では,細 胞全体

が非常に薄 く均質に中性赤の色素に染り,胞 体内の

顆粒が梢淡赤色の色が強いのもみ られるが,増 生帯

内の単球,好 中球,組 織球に比し非常に淡 く一見染

つていないように思える. 3時 間後では梢染色度を

増し,胞 体中央の核を除いて微細同大の中性赤顆粒

を認める. 4～5時 間後では次第に強 く染 るが中性

赤顆粒は互に融合する事はなく,細 胞全体に存在す

るが中には核周に梢多いものや細胞端には見られぬ

もの もある. 6時 間以後になると中性赤顆粒は稍粗

大になる. 7時 間以後になると次第に褪色が始り8

時間以後になると増生帯周辺部の繊維芽細胞には全

く槌色したのも認められる.無 添加の場合に比し繊

維芽細胞の破壊が早期にあらわれる.

ヤーヌス緑添加は再三施行したがヤーヌス網染色

顆粒は認められなかつた.

組織球は一般に中性赤によく染り,弱 拡大に於て

も濃染の状態がよ くうかがわれろ.中 性赤添加1時

間後では種々の段階のものが認められる.即 ち

(-)　 全 く中性赤の色をとらず無添加と同様

のもの.

(±)　 ごくわずかに中性赤に染るが尚中性赤

顆粒の明瞭でないもの.

(+);　 胞体内は均質性に中性赤に染 り,胞 体内

の固有顆粒も十分に見 られ少数の微細中性赤顆粒の

あるもの.

(++)　 中等度に染色 され固有顆粒は見られる

が稍不明瞭となり,細 胞全体に顆粒と混じて色素が

いつばいに広 り,核 のみ未染のまゝ残つている感 じ

で,細 胞全体に微細中性赤顆粒とそれに重つて濃い

い大きな中性赤顆粒があるが融合のないもの.

(+++)　 中性赤顆粒の融合があり,胞 体内に数

ケの円形の大顆粒を作り,全 体が中性赤に強染して

いるもの.

(++++)　 固有顆粒は殆どみ られず,見 られても

細胞周囲にごくわずかにあるのみで,中 性赤顆粒は

黒味を帯びる程濃染しブロック状に数ケに分れた赤

褐色塊となり,核 の存在も不明となるもの.

以上の如き段階がみ られ時間の経過と共に濃染せ

るものが増加する. 4時 間後には染色されてない組

織球は破壊したもの以外には見られないようになり,

濃染せるものでは運動,変 形はゆるやかで,細 胞周

囲よりの触手状の突起もみられぬようになり,細 胞

全体が大きくふくれあがつているという感じである.

 8時 間以後になると崩壊現象があらわれ,胞 体は2

～4倍 の大きさとなり,胞 体の境界不明瞭となり平

な感じとなり,中 性赤顆粒は槌色し均質に胞体内に

淡赤の色があらわれるようになり,細 胞は内容を放

出して破壊する.ヤ ーヌス緑染色では添加後3～4

時間にて核周にごく少数ヤーヌス緑顆粒を認めるの

みである.固 有顆粒と混じて見難 く,中 には全く認

められないものもある.

第4節　 リチオンカルミン

培養36乃 至48時 間にて,リ チオンカルミンの色素

をとつた細胞が出現 してくる.原 組織内には相当高

濃度に染つた細胞がみ られるが不明瞭である.

繊維芽細胞は培養と共に全体が均質にリチオンカ

ルミンの色に染つた感じで顆粒ははつきりしない.

組織球は核周のみ均質に リチオンカルミンの色を

とり顆粒の不明のもの,胞 体全体に(核 を除いて)

瀕漫性に リチオンカルミンの色をとり,そ の間に大

小不同の リチオンカル ミン顆粒が存在し,大 なる顆

粒は核周に多 くみ られるもの,又 胞体内で濃いい部

分が数ケ所(多 くは1～2ケ 所)に 見られるものが

ある.

第5節　 墨粒貪喰

培養後36時 間迄は増生帯に於て盛に単球 ・好中球

が墨粒貪喰をしたまゝ遊走しているのがみられ,単

球の墨粒貪喰は可成 り高度である.

繊維芽細胞:普 通には墨粒貪喰は全 く見られず,

無処置骨髄の場合と同様の像をみるが,極 く稀に7

日間注射 した場合に微細な墨粒を胞体内に散在性に

少数認められる事がある.

組織球は貪喰度が非常に大で,弱 拡大に於ても細

胞が黒 く見える程墨粒を貪喰している.貪 喰の軽度

のものでは胞体内に散在性に微細な墨粒を有するも

の,又 大小不同の墨粒を散在性に貪喰 しているもの

がある.中 等度のものでは大小不同の墨粒が細胞の

中心部に集り,核 が不明瞭になつたもの,核 周に密

に墨粒が集つたもの,大 きな不正形の墨位が微細顆

粒の間に点在するもの等がみられるが,細 胞形が紡

錘形,長 楕円形を呈する場合には,細 胞の両端には

墨粒は少 く,存 在しても微細なものが多 く且つ核周

に集合する傾向がある.強 度に貪喰せるものでは細
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胞形は多く類円形を呈し,細 胞の変形や触手状偽足

もあまり見られなくなり,細 胞が球状にふくれてい

る如き感じであつて,微 細墨粒が細胞全体を覆いそ

の中に大小不同の不正形又は類円形の墨粒が存在し,

核はそのため胞体の1側 に押されているものもある.

第6節　 固定染色所見

繊維芽細胞,組 織球の出現する時間には,増 生帯

周辺部及び中間部の細胞は殆んど崩壊 し破壊された

ものが散在しているが,中 心部には尚生存せるもの

が多く特に単球が多く見受けられる. 96時間以後に

なると組織球がが繊維芽細胞より遠 くまで遊走して

中間部に至つているのもみられ,大 型であるため染

色すると弱拡大でも充分に判定 し得 られる.

繊維芽細胞は紡錘型を呈し細胞膜は生態観察でみ

られた時よりは厚い感じで,割 合に滑ちかで,原 形

質は微細顆粒状で淡塩基性に染る.

而も微細顆粒状のものは胞体内に於て少し くむら

があり,生 態観察時の同大の光をよく反射する顆粒

は全 く消失している.核 膜は割合に厚く稍濃染し,

核質は非常に粗で明らかな核小体が1～3ケ 認めら

れる.核 は楕円形又は長楕円形で細胞の中心を占め

て居る.

組織球は非常に多形性を示し,類 円形,楕円形,紡

錘形,不 正形を示し,大 小不同が甚しく,小 なるは

単球と同じ大さのものから非常に大型のものまであ

る.細 胞膜は大型のもの程薄 く,不 正型を示すもの

ゝうちの小数には,胞 体より舌状の原形質突起を認

めるのもあり,胞 体は微細顆粒状で淡塩基性に染り,

赤血球,ヘ モジデ リン,他 細胞の崩壊物と思われる

塵埃様のものを含んでいる事が多く,而 もこれは大

型の細胞に多くみられる.核 膜は厚 く核は稍粗であ

るが繊維芽細胞よりは密である.核 形は楕円形,類

円形で胞体の略々中央に存在するが貪喰の強いもの

では偏在する,又 核の一部に軽い凹陥を認める事も

ある.核 小体は1～3ケ 濃染している.

第4章　 総 括 並 び に 考 按

本編に於ては,従 来単球に類縁関係の深いと云わ

れた繊維芽細胞及び組織球について述べた.さ て骨

髄網内系細胞に就ては胸骨穿刺法の考按されて以来

Williは ギムザ染色 によ り網 内系細 胞を分類し

Rohr91)は 骨髄穿刺液の塗抹と切片標本を比較検討

し詳細に之を分類し,本 部 に於 ても,天 野3) 4)・赤

崎1) 2)の 業績を始め多くの研究がなされている.

然し組織培養を用いての此の方面の研究は殆んど

見られず,繊 維芽細胞についてはその培養は最も容

易であり,他 種細胞に比し抵抗が強 く且つその材料

もあらゆる臓器から得 られるため早くから行われて

いる.然 し乍らFazzari24)は 同じ家鶏胎児から発育

した繊維芽細胞も臓器を異にすれば形に差があり形

態学的に区別 しうると述べ,木 村鋤 は細胞の形は

培養基 ・組織片の年令,温 度の高低等の条件により

非常に違つてくると云つている.又 繊維芽細胞の培

養を利用して薬剤 の影響,培 養条 件を検討した報

告30) 46) 87)も み られるが骨髄培 養よる繊 維芽細胞

や組織球の詳細な観察を行つた者はない.よ つて私

は家兎大腿骨骨髄の体外組織培養によつて増生して

くる繊維芽細胞及び組織球の観察を行い,単 球との

関係を検索した次第である.

先ず生体観察に於て繊維芽細胞は中等大の光をよ

く反射する顆粒が胞体の尖端迄充満し,而 も重り合

うことな く一層に並んでいる事は明かであるにもか

ゝわ らず,皮 下組織又は心胎児に於ける繊維芽細胞

についてはその詳細な記載をみない.然 し乍 ら運動

変形のない事は天野3)を 始め多 くの学者の認めると

ころである.組 織球について大小不同 ・多形性があ

り,種 々の形 態を と り微細顆 粒 を有し,触 手状

突起を 出す こと又胞体 内 に異物貪喰のある事は

Sabin,92) 93) Strangway,104)天 野3)等 によつて認

められているが私も全く同様の所見を得た.

生体染色乃至超生体染色では繊維芽細胞の中性赤

顆粒の染色が軽度であり,組 織球は高度に染色する

事は天野3)(皮 下組織,腹 水),岡 田79)(家 兎腹水),

小島60).大 西81) 82)(骨髄)等 の認めるところであり,

た ゞヤーヌス緑について天野3)は 組織球は核周に密

にヤーヌス緑顆粒があらわれ,核 を離れるに従つて

粗となり,こ の糸粒体所見は若い組織球の場合には

稀であるとし,繊 維芽細胞 は極めて微少な糸粒体を

見,時 には全 く現われないことがあると述べている

が私の場合に於ては繊維芽細胞には全く認められず,

組織球では詳細に観察していると微細固有顆粒の間

で核周にのみ非常に少数認められる事もあるし,又

全 く認め難い事もある.

カルミン摂取は繊維芽細胞には認められず,組 織

球には軽度又は中等 度 に認め られるが,こ れは清

野56) 57),滝 川105),大森83) 84),小 島60),大 西81) 82)等

の所見に一致する.

墨粒貪喰については,特 に組織球の一大特性であ

つて従来組織球の細胞鑑別に於ける主役を演じて来

た.此 の貪喰能を検索するのに,教 室角南102)の 方
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法によると彼が 「高度に墨粒貪喰を行い大小様々の

墨粒を胞体に充満させている所謂Makrophagenが

数ケ原組織の上部に現われる」と述べている如 く組

織球は出現するも少数で観察に不十分である為,あ

らかじめ家兎に墨汁を注射しておき骨髄内組織球に

墨汁を貪喰 させておいて被覆培養を行い,増 生帯に

繊維芽細胞,組 織球の出現するのをまつて貪喰状態

を観察した.尚 無処置の骨髄培養を行い細胞出現後

にあ らためて墨汁を添加するのでは,培 地が凝固し

ている為墨粒が細胞迄達し得ないので貪喰能の観察

には不適当である.さ て網 内系細 胞としての所謂

Makrophagenの 貪喰能 については芽賀34)・森は試

験管法で最もよく貪喰する事をのべ,滝 川104)は家

兎 ・犬に墨及び リチオンカルミンを注射し超生体観

察により,又 ギムザ染色でも観察し,組 織球は墨粒

の細いものや塊を貪喰して貪喰能の旺盛なる事を簡

単にのべている.又 墨 だけを貪喰しているものと

墨.カ ルミンの両方を貪喰しているものとを分け,

全細胞に対する百分率をみているが両者の本態につ

いては言及していない.又 天野3)は 皮下組織繊維芽

細胞で細胞内部に墨粒の入ることは殆どなく,病 的

状態に於てのみ核の偏側乃至原形質の一部に等大の

小型乃至中等大の墨粒貪喰を示すと述べている.私

の実験成績に於ても繊維芽細胞には殆ど貪喰は認め

られず, 7日 間墨汁注射した場合に於てのみ極 く例

外的に小数みられたのみである.組 織球の貪喰は極

めて旺盛で,大 小不同の墨粒が核周に密に集合して

いるを認め,而 も細胞が如何なる形態をとる場合に

於ても貪喰は高度である.

固定染色所見で両者は核及び胞体はよく似た染色

態度を示し,組 織球の類円型を示す場合には形態的

にも鑑別し得るが,組 織球が紡錘型をなす場合には

全く困難であつて,細 胞形態より,又 核,胞 体より

丁度繊維芽細胞と組織球の中間型の状態で,あ たか

も両者間の移行型であるかの如き感を抱かしめる.

即ち従来両者の移行を認めている学者のあるのは,

染色標本を主として観察を行つた為であろうと考え

られる.

さて単球,組 織球,線 維芽細胞間に於て互に移行

しうるか否かの問題であるが先ず

Ｉ) 単 球 と組織球 との間にあつては天野3) 6)の

云 う老化単 球 と小型組 織球 とが 問題 であ る.

 Sabin92) 93)は両者の鑑別に ① 単球にはロゼツ トの

形成のある事,② 単球の貪喰 物 は核彎入部に接近

して現われないが,組 織球貪喰物は核に直接位置す

る事がある事,③ 組織球 は ヤーヌス緑顆粒を有し

ない.

事等をあげているが,天 野3)は 腹腔内組織球の中

性赤,ヤ ーヌス緑顆顆の特性をあげ,老化単球では中

性赤ロゼツテは恒常の特性ではなく組織球様の縁を

呈する事をのべ,岡田79)は又家兎腹腔内に家鶏血液

注入後腹水細胞の中性赤超生帯染色にて単球,組 織

球の鑑別をのべている.此 処に於て天野の云う老化

単球を本実験に於て機能のおとろえた単球という意

味に解しても組織培養に於ては単球と組織球は次の

諸点に於て明確に区別される.① 偽足運動が全 く異

る,即 ち単球は細胞全周にみられる旗状偽足を布が

風にたなびく様に動かすが,組 織球は触手状突起を

出没するのみである.② 胞体内の固有顆粒が単球は

微細顆粒状であり,そ の他特有の光輝性のある変性

顆粒が見られるが,組 織球は顆粒がや 大ゝきく黒く

見え,数 も多 く胞体に充満 し,胞体内が汚れている感

じである.③ 単球の核 は柔 い感 じで不明瞭である

が明るく,組 織球は顆粒が覆う様になり核の辺縁が

不明瞭である.④ 生体染 色 で単球はロゼツテを作

る事多く,組織球にはこれをみない.染色度も組織球

の方が遙かに強く中性赤顆粒の融合が著明である.

⑤ 貪喰は一般には単球 が組織球より軽度であるが

程度のみによつては鑑別する事は出来ない.然 し単

球の運動の遅純になつたものでは墨粒は核凹陥部に

集 り,組 織球では墨粒は胞体に遍満性に在り,又 大

小不同が甚しく細胞全体が汚れている感じが強い.

⑥ 固定染色所見にては老化単球が運動性を欠除し

ている場合には組織球との鑑別は固難な場合がある,

次に

Ⅱ) 繊維芽細胞と組織球.形 態的に繊維芽細胞

は紡錘形,組 織球が類円形を示す場合は割合簡単で

あるが,組 織球が紡錘型を示す場合は染色所見では

上述の如 く移行像であるかの如き感を抱かしめる.

関96)は 運 動性,形 態, Mitochondriaに 於て両者

は相違するとのべている.し 乍ら組織培養所見に於

ける生態観察では次の諸点 で区別できる.① 繊維

芽細胞は運動性なる特有の固有顆粒が充満し,細 胞

尖端までつまつているが,組 織球紡錘型のものでは

繊維芽細胞程尖端が細く長 くならず,細 胞端がちぎ

れたような形を示す ものもあり,且 つ顆粒が微細で

細胞尖端まで顆粒が入りこんでいない.但 し繊維芽

細胞のに似た顆粒の存在する事 も屡々みられる.後

者に於ては運動及び触手状の偽足はないが,時 間的

に5～10分 間隔で同一細胞を観察すると次第に変形
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を来して突起をちゞめて類円形組織球となり,触 手

状偽足を伸縮するようになるのを認めるが,繊 維芽

細胞にはかゝる事は全 くみられない.② 中性赤顆

粒は組織球には非常に多く且つ融合傾向が強 く大小

不同があるが,繊 維芽細胞には非常に軽度で ③ 貪

喰は組織球は強 くみられるが繊維芽細胞には例外的

にみられるのみである.

Ⅱ) 繊維芽細胞と単球 に於ても,培 養末期に単

球が運動停止し紡錘形を呈する事があるが,此 の場

合にも上述の生態観察,生 体染色並びに貪喰能所見

により両者は明確に鑑別しえられる.

即ち以上の如 く骨髄組織培養によれば,単 球 ・組

織球 ・繊維芽細胞 は夫 々明 確な る特 徴を有 し,

相互 に完 全に鑑 別 しう る,又 緒言で述べた如 く

Maximow67) 68), Bloom10), Mollendorf71) 72) 73),関96)

等により之等の細胞種の間には相互に移行があるこ

とが云われて来ているので,私 はその点に関 しては

本研究に於て終止特に慎重に観察したつ もりである

が遂にどの組合せに於ても全く斯る事実を認める事

はできなかつた.即 ち私の観察し得た培養期間に関

する限り,こ れら細胞相互間の化生は確実に否定し

得るもので,こ の点天野3)の 意見に賛意を表するも

のである.

か くの如く組織培養法は個々の組胞の形態学的並

に機能的観察に優れているのみならず,細 胞間の化

生についての研究,観 察にも最も優秀な研究法であ

ることをあらためて認み得た.

第5章　 結 論

健康家兎大腿骨骨髄体外組織培養被覆法によつて

出現する繊維芽細胞 ・組織球について,そ の生態所

見,中 性赤ヤーヌス緑による生体染色,リ チオンカ

ルミン色素摂取能,墨 粒貪喰能を観察し,併 せて培

養組織の固定染色所見を観察し以てその形態学的並

びに機能的特性を検索し,更 に単球との比較並びに

相互の化生の有無を吟味した.

1) 繊維芽細胞は紡錘型で特有の顆粒を有し,運

動変形は全 く認められず,中 性赤顆粒は少数で リチ

オンカルミン色素を摂らず墨粒貪喰能は殆んどない.

2) 組織球は多形性を示し,類 円形のものでは胞

体全周より触手状突起を出没し,運 動性は著明では

ないが形態的変化は著しい.リ チオンカル ミン色素

摂取,墨 粒貪喰は著明で中性赤に濃染し,ヤ ーヌス

緑顆粒は少数認められる.

3) 繊維芽細胞,組 織球,単 球の間には夫々の特

徴ある形態,運 動,機 能を認め,組 織培養10日 目迄

の観察に於ては此等細胞相互間の化生,移 行型は全

く認められない.

擱筆するに当り終始御懇篤な御指導御高閲を賜つ

た恩師平木教授並びに大藤助教授に深甚なる謝意を

表します.

(本論文の要旨は昭和31年 日本内科学会中国四国

地方会第11回総会に於て発表した.)

全 編 の 総 括

先年来教室に於ては,骨 髄体外組織培養によつて

細胞学的な基礎研究並びに臨床応用が行われて来て

いるが,私 はその研究の一環として特に単球を中心

として組織培養による詳細なる研究を行つた.

第1編 に於ては健康人及び健康家兎の骨髄 並びに

未梢血白血球の被覆培養を施行して,培 養時間毎に

単球の遊走速度を計測し,又 生態所見,中 性赤生体

染色所見,墨 粒貪喰所見を観察した.又 培養組織を

固定染色せんとして固定液選択の予備実験を行い,

 Zenker-Alkohol-氷 錯酸液, Bouin氏 液, Carnoy

氏液が適当せることを見出し,培 養時間毒にTotal

praeparatの まゝ固定,ギ ムザ染色により単球の観

察を行つた.以 上の各種所見より単球の形態的機能

的特徴を明らかにし,骨 髄 単球と未梢血単球を比較

検討し,又 単球と他細胞間の化生のないことを確認

した.

第2編 に於ては単球白血病患者の骨髄及び未梢血

白血球の被覆培養法によつて,白 血病細胞の生態観

察を行い,又 培養組織の固定染色による所見も併せ

て観察し,そ の特徴を明らかにした.又 単球白血病

患者の末梢血白血球の液体培養法をOsgoodの 原法

より新たに考案し,培 地としては予備実験の結果患

者と同血液型健康人の血清を使用し,ワ ールブルグ

恒温槽にて振盪培養し,白 血病細胞の成熟分裂,増

殖が培地内で行われている事を数的に確認した.

第3編 に於ては健康家兎骨髄の被覆培養法によつ

て.培 養後24時間以後に増生して くる繊維芽細胞,

組織球についてその生態観察,中 性赤ヤーヌス緑に

よる生態染色,リ チオンカル ミン色素摂取能,墨 粒

貪喰能を観察し,又 培養組織の固定染色により両者
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の染色像を観察 し,以 つて形態的機能的特性を明ら

かにし,単 球との比較を行い,こ れら相互間の化生

及び移行型のない事を認めた.

以上の実験及び観察より次の結論が得られた.

1) 単球は独自の生態所見,細 胞運動,偽 足運動

及び機能的特性を有 し,骨 髄単球と末梢血単球との

差は殆んどな く,他 細胞から又他細胞えの化生は認

められない.

2) 被覆培養組織の固定染色では細胞が運動型を

示 したまゝの状態で観察され,そ の所見は塗抹染色

標本より劣るが,尚 十分な所見は得ることが出来る.

3)単 球白血病患者の骨髄被覆培養法に於てはそ

の増生帯所見及び白血病細胞の生態観察所見に著明

な特徴があるので,本 法は本症の確診に最も優れた

方法であり,又 末梢血白血球被覆培養法によつても

略々同様の所見を得るから骨髄 培養の代用として施

行することが出来る.

4) 単球白血病患者末梢血白血球液体培養法は,

成熟形の増加する事及びその染色所見が普通の血液

塗抹染色所見と同様か,そ れ以上に見易いので生態

観察に不馴れな人にとつては白血病の診断上好都合

な培養方法であり,又 特に成熟形の少い芽球性白血

病の診断上,被 覆培養の補助手段として も価値が高

い.

5) 繊維芽細胞,組 織球と単球は生態観察,生 体

染色,墨 粒貪喰に夫々特徴ある所見を認め,組 織培

養10日 目迄の観察に於てはこれら細胞相互間の化生

及び移行像は全 く認められない.
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Studies on the Monocyte Series in the Bone-Marrow and 

Peripheral-Blood Tissue Cultures

Part 3. Morphalogical Comparisons of Histiocytes, Fibroblasts, and 

Monocytes, and the Possible Mutual Transformation among

 Themselves in the Rabbit Bone-Marrow Tissue Culture

By

Shigeru MATSUKI

Department of Internal Medicine Okayama University Medical School

(Director: Prof. Kiyoshi Hiraki)

By studying the vital findings, vital stainings with neutral red and Janus green, the 

intake of lithium carmine dye, and carbonparticle phagocytosis, in the fibroblasts and histio

cytes appearing in the bone-marrow tissue culture of healthy rabbit femur by coverslip met

hod, and also by observing the fixed and stained specimens of cultured tissues, the author 

studied the morphological and functional properties of these cells and also scrutinized the 

relationship of these cells with monocytes and the possiible mutual transformation.

1. Fiqroblasts are spindle-shaped, possessing peculiar granules but showing no movement 

or transformation at all; and they contain only a few neutral-red granules, taking no lithium 

carmine dye and having practically no phagocytic capacity.

2. Histiocytes are polymorphous, and those oval shaped ones have tentalce-like projections 

around their cell-body, which are extending and contracting. Although their motility is not 

so marked, their morphological changes can be observed. Histocytes on the other hand can 

take in lithium carmine dye and their phagocytic capacity is marked, showing a deep neutral

red stain as well as a few granules stained by Janus green.

3. In fibroblasts, histiocytes and monocytes can be observed the characteristic shape, 

movement and function of respective cells, but there can be recognized no mutual transfor

mation among themselves in the observations up to the tenth day of the culture.
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松 木 論 文 附 図

Fig. 1, 健 康 人末梢血 白血球被覆培養増生帯 Fig. 2, 単球白血病患者末 梢血 白血球被覆

培養増生帯

Fig. 3, 単球白血病 末梢血被覆培養増生帯周

辺部の単球(固 定染色)

Fig. 4, 単 球 白血病 末 梢血 被覆培養における

単芽球(固 定 染色)

Fig. 5, 家 兎 骨髄、被覆 培養に おける繊維芽細

胞(固 定 染色)

Fig. 6, 家兎骨髄被覆 培養における墨粒を貪

喰せる組織球


